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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）画像形成機器室に配置されたインジェクタ装置と、
　ｂ）前記画像形成機器室に配置された画像形成装置と、
　ｃ）前記画像形成機器室とは分離された共通制御コンソール室に配置された、前記イン
ジェクタ装置および前記画像形成装置に作用的に接続された共通制御コンソールであって
、前記共通制御コンソールが、前記インジェクタ装置および前記画像形成装置へデータを
送りこれらからデータを受け取ることができ、それによって、前記共通制御コンソールが
、前記インジェクタ装置および前記画像形成装置の操作を制御することができ、前記共通
制御コンソールは、前記インジェクタ装置および前記画像形成装置を操作することができ
る共通ソフトウェアアプリケーションを含み、前記共通ソフトウェアアプリケーションは
、特定の検査用にグループ化された前記インジェクタ装置および前記画像形成装置の両方
用の記憶された操作パラメータを含む複数の組み合わされた装置プロトコルを有する、個
人に造影剤を注入し画像形成するシステム。
【請求項２】
　前記共通制御コンソールは、前記インジェクタ装置および前記画像形成装置からのデー
タを記録するための記憶媒体を含む請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記共通制御コンソールは、ディスプレイユニットおよび入力手段を含む請求項１又は
２に記載のシステム。
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【請求項４】
　前記ディスプレイユニットは、コンピュータモニタ、ＬＣＤディスプレイ、プラズマデ
ィスプレイまたはテレビモニタである請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　前記共通制御コンソールは、単一のディスプレイユニットに同時に表示することができ
るインジェクタ装置制御インタフェースおよび画像形成装置制御インタフェースを含む請
求項３に記載のシステム。
【請求項６】
　前記インジェクタ装置制御インタフェースは前記ディスプレイユニットの第１の領域に
表示され、画像形成装置制御ユニットは前記ディスプレイユニットの第２の領域に表示さ
れる請求項５に記載のシステム。
【請求項７】
　前記共通制御コンソールは、インジェクタ装置アプリケーションおよび別個の画像形成
装置アプリケーションを含み、前記インジェクタ装置アプリケーションおよび前記画像形
成装置アプリケーションを同時に走らせることができる請求項５又は６に記載のシステム
。
【請求項８】
　前記インジェクタ装置アプリケーションは、前記画像形成装置アプリケーションと通信
し、データおよび／またはファイルを共有することができる請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　前記画像形成装置アプリケーションは、前記インジェクタ装置アプリケーションと通信
し、それによって、前記画像形成装置アプリケーションは、前記インジェクタ装置アプリ
ケーションと、データおよび／またはファイルを共有することができる請求項７又は８に
記載のシステム。
【請求項１０】
　前記共通制御コンソールは、前記インジェクタ装置および前記画像形成装置を操作する
ことができるオペレーティングシステムを有するコンピュータシステムを備える請求項１
～９のいずれかに記載のシステム。
【請求項１１】
　前記インジェクタ装置、前記画像形成装置、および前記共通制御コンソールは、ネット
ワークを通して作用的に接続される請求項１～１０のいずれかに記載のシステム。
【請求項１２】
　前記インジェクタ装置の操作パラメータは、流量、媒体、容量、圧力、フェーズ、ＫＶ
Ｏ、一時停止、ホールド、遅延、開始および停止からなる群から選択される操作パラメー
タを含む請求項１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記画像形成装置の操作パラメータは、管電流、管電圧、視準、ピッチ、デテクタ構成
、回転、一時停止、スキャン遅延、開始および停止からなる群から選択される操作パラメ
ータを含む請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記複数の組み合わされた装置プロトコルは、前記共通制御コンソールに形成され、記
憶され、呼び出されることができる請求項１２または１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記インジェクタ装置および前記共通制御コンソールに作用的に接続された処理ユニッ
トを含み、ここで、前記処理ユニットは、前記インジェクタ装置へデータを送りこれから
データを受け取ることができ、前記共通制御コンソールは、前記処理ユニットおよび前記
画像形成装置にデータを送りこれらからデータを受け取ることができる請求項１に記載の
システム。
【請求項１６】
　前記処理ユニットは、前記インジェクタ装置に配置される請求項１～１５のいずれかに
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記載のシステム。
【請求項１７】
　前記処理ユニットは、オペレーティングシステムを含み、該オペレーティングシステム
は、当該オペレーティングシステム上において動作することができるリモートソフトウェ
アを有する請求項１５または１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記リモートソフトウェアは複数の組み合わされた装置プロトコルを含む請求項１７に
記載のシステム。
【請求項１９】
　前記リモートソフトウェアを使用して前記インジェクタ装置を制御することができ、前
記ソフトウェアは、ＰＰＲＥＭＯＴＥソフトウェアモジュール、ディスプレイグラフィッ
クソフトウェアモジュール、ＯＤＢＣデータベースソフトウェアモジュール、ＰＰＣＯＭ
Ｍソフトウェアモジュール、ＰＰＲＥＳＥＴソフトウェアモジュール、およびＧＩＮＡ．
ＤＬＬソフトウェアモジュールを含む請求項１７または１８に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記ＰＰＲＥＭＯＴＥソフトウェアモジュールは、インジェクタデータ変数内のデータ
を記憶し、管理し、数学的に操作するためのプログラムルーチンを有する実行可能なプロ
グラムを備える請求項１９に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記ＰＰＲＥＭＯＴＥソフトウェアは、前記ＯＤＢＣデータベースファイルを読み取り
書き込むプログラムルーチンをさらに備える請求項２０に記載のシステム。
【請求項２２】
　ａ）インジェクタ装置制御インタフェースと、
　ｂ）画像形成装置制御インタフェースと、
　ｃ）前記インジェクタ装置制御インタフェースおよび前記画像形成装置制御インタフェ
ースを表示するように構成されたディスプレイユニットを有する共通制御コンソールと、
　前記共通制御コンソールからアクセス可能な複数の記憶された組み合わされた装置プロ
トコルであって、特定の検査用にグループ化された前記インジェクタ装置及び前記画像形
成装置の両方用の操作パラメータを含む、プロトコルと
　を備える、インジェクタ装置および画像形成装置を操作する機器。
【請求項２３】
　前記インジェクタ装置制御インタフェースおよび前記画像形成装置制御インタフェース
は、前記ディスプレイユニットに同時に表示されることができる請求項２２に記載の機器
。
【請求項２４】
　前記ディスプレイユニットは、
　前記インジェクタ装置制御インタフェースを表示するように構成された第１のディスプ
レイ領域と、
　前記画像形成装置制御インタフェースを表示するように構成された第２のディスプレイ
領域と
　を備える請求項２２または２３に記載の機器。
【請求項２５】
　前記ディスプレイユニットは画像形成装置ディスプレイを有し、
　前記インジェクタ制御装置は、
　インジェクタ装置を操作することができる実行可能なプログラムモジュールを含む処理
ユニットと、
　インジェクタ装置へデータを送りこれからデータを受け取るための、且つ、画像形成装
置ディスプレイへデータを送りこれからデータを受け取るための、複数の入力および出力
と
　を含む、画像形成装置ディスプレイに作用的に接続されるように適合されたインジェク
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タ制御装置を備える請求項２２～２４のいずれかに記載の機器。
【請求項２６】
　前記インジェクタ制御装置と前記画像形成装置ディスプレイとの間の接続は、ワイヤ式
であるかワイヤレスであるかまたはそれらの組み合わせである請求項２５に記載の機器。
【請求項２７】
　前記画像形成装置ディスプレイは、前記インジェクタ制御装置を経由して遠隔式にイン
ジェクタ装置を操作するように構成される共通制御コンソールを備える請求項２５に記載
の機器。
【請求項２８】
　ａ）インジェクタ装置制御インタフェースと相互接続するステップと、
　ｂ）画像形成装置制御インタフェースと相互接続するステップと、
　ｃ）前記インジェクタ装置制御インタフェースおよび前記画像形成装置制御インタフェ
ースを、共通制御コンソールによって提供される共通ディスプレイユニットに表示するス
テップと、
　前記共通制御コンソールからアクセス可能な複数の記憶された組み合わされた装置プロ
トコル提供するステップであって、前記組み合わされた装置プロトコルは、特定の検査用
にグループ化された前記インジェクタ装置及び前記画像形成装置の両方用の操作パラメー
タを含む、ステップと
　を含む、医療機器を制御する方法。
【請求項２９】
　前記インジェクタ装置制御インタフェースおよび前記画像形成装置制御インタフェース
は、前記ディスプレイユニットに同時に表示される請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　前記表示するステップは、
　ｉ）前記インジェクタ装置制御インタフェースを第１のディスプレイ領域に表示するス
テップと、
　ｉｉ）前記画像形成装置制御インタフェースを第２のディスプレイ領域に表示するステ
ップと
　を含む請求項２８または２９に記載の方法。
【請求項３１】
　ｄ）共通制御コンソールからインジェクタ装置および画像形成装置を操作するステップ
をさらに含む請求項２８～３０のいずれかに記載の方法。
【請求項３２】
　ｅ）前記共通制御コンソールから前記インジェクタ装置へ操作指令を送り、任意に前記
インジェクタ装置から共通制御コンソールへのデータを受け取るステップと、
　ｆ）前記共通制御コンソールから前記画像形成装置へ操作指令を送るステップと、
　ｇ）前記インジェクタ装置で造影剤を被検者内に注入するステップと、
　ｇ）前記被検者を前記画像形成装置でスキャンするステップと、
　ｈ）前記被検者の複数の内部画像を獲得するステップと、
　ｉ）前記画像を前記画像形成装置から前記共通制御コンソールへ送るステップと
　をさらに含む請求項３１に記載の方法。
【請求項３３】
　前記インジェクタ装置および前記画像形成装置は、共通インタフェースを共有する請求
項２８～３２のいずれかに記載の方法。
【請求項３４】
　前記共通制御コンソールは、前記組み合わされた装置プロトコルを記憶するためのデー
タベースを含む請求項３１に記載の方法。
【請求項３５】
　前記データベースは、前記共通制御コンソールによって検索することが可能である複数
のプロトコルを含み、前記プロトコルは、前記インジェクタ装置、前記画像形成装置を操
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作するための予め記憶された操作パラメータ、及び前記組み合わされた装置プロトコルを
含む請求項３４に記載の方法。
【請求項３６】
　前記インジェクタ装置または前記画像形成装置へ指令を送る前記ステップは、
　前記データベースからプロトコルを選択し検索するステップと、
　前記共通制御コンソールに前記プロトコルをロードするステップと、
　前記プロトコルを開始するステップであって、それによって前記プロトコルは前記イン
ジェクタ装置、前記画像形成装置または両方の装置へ指令を送る、ステップと
　をさらに含む請求項３５に記載の方法。
【請求項３７】
　前記インジェクタ装置制御インタフェースおよび前記画像形成装置制御インタフェース
は、前記共通制御コンソール上を同時に走っている請求項３１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して、医療用画像形成の分野に関し、より詳細には、医療用インジェクタ
および画像診断用装置を操作するための方および機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像形成機器は、検査されている被検者内に造影剤を導入する注入装置とともに使用す
ることができる。しかし、画像形成機器および注入装置は別個のシステムであるため、各
々は、その独自のインタフェースディスプレイ装置を有してもよい。結果として、制御室
では、技術者は、別個のインタフェースディスプレイ装置を通して両方のシステムを操作
しようと試みるときに、困難に遭遇することがある。この問題は、注入システムを総検討
すると最良に理解される。
【０００３】
　例えば、画像形成機器（例えば、ＣＴ、ＭＲＩ、超音波、蛍光透視等）とともに使用さ
れる造影剤を投与するために使用される注入装置は、電気機械インジェクタに近接してイ
ンジェクタ装置制御インタフェースを有することが多い。状況によっては、インジェクタ
装置制御インタフェースは、画像形成機器の１機に隣接する。さらに、注入システムは、
離れて位置する装置制御インタフェースを有することができる。例えば、インジェクタ装
置制御インタフェースは、放射線診断および／または画像形成機器のその機用の対応する
画像形成制御室内に位置することができる。複数のユーザインタフェースは、画像形成室
の処置態様または設計された機能に基づいて、必要になるかまたは有利になることができ
る。例えば、インタフェースは、患者側に、且つ、電離放射線または他の診断エネルギの
ない制御室に、位置することができる。
【０００４】
　これに関して、図１は、画像形成システムとともに使用される先行技術の注入システム
を例示する。インジェクタ装置１００は、データ通信線１２０によってインジェクタ装置
制御インタフェース１１０に連結され、画像形成機器１３０は、データ通信線１５０によ
って画像形成装置制御インタフェース１４０に連結される。ワイヤ式画像形成室リモート
コントロール信号は、デジタル、アナログ、ＴＴＬ（トランジスタ－トランジスタ論理回
路）信号およびまたはこれらの信号タイプのハイブリッドを含む。
【０００５】
　画像形成機器と同一室にあるインジェクタおよび／または画像形成機器用のユーザイン
タフェース制御の使用は、患者を画像形成機器のエネルギに露出する前にまたはその初期
段階中に、患者セットアップに関連した特徴に、常にではないが主に、限定される。患者
が既にセットアップされ画像形成機器室にいる画像診断手順の部分用に、医師は、２つの
異なるインタフェース（すなわち、インジェクタ装置制御インタフェース１１０および画
像形成装置制御インタフェース１４０）に、遠隔式に画像形成手順をプログラムし、開始
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し、モニタし、制御し、終了する。したがって、画像形成制御室の医師は、画像形成およ
びインジェクタ制御ユニット用の２つのユーザインタフェースを、同時に、時として臨床
状況によっては困難を伴って、モニタする必要がある。
【０００６】
　様々な画像形成手順のために、画像形成エネルギの露出に対する注入のタイミングを同
期する必要がある。例えば、ＣＴスキャン中に、患者は、初期には、インジェクタを使用
して静脈内に特定の流量（例えば、およそ３ｃｃ／秒）で特定の容量のヨード造影剤（例
えば、およそ１００ｃｃ）を投与されてもよい。患者は、注入後、最適の時間期間で（例
えば、１０～４５秒の適切な範囲内で）、画像形成機器のエネルギに露出される。その最
適な期間が発生するときは、動いているインジェクタによって患者に投与されている造影
剤の流体力学、患者の特定の生理、および、画像形成される当該の解剖学的領域に依存す
る。
【０００７】
　インジェクタおよび画像形成機器用の２つのユーザインタフェースを有することは、注
入と画像形成露出との間に同期を達成しようと試みるときに、画像形成室で作業している
医師に負担をかける。この負担に対処するために、いくつかの画像形成機器の製造業者は
、その機器に接続ポートを提供し、注入装置を画像形成装置に接続するのを可能にしてい
る。これらの接続ポートは典型的に、ＴＴＬ接続を提供し、それによって、限定されたイ
ンジェクタおよび画像形成機器の機能が適応される。しかし、そのような接続の機能性は
、注入のそれぞれの開始をスキャナのその後の開始に同期させることに限定される。
【０００８】
　これに関して、図２は、画像形成装置に接続された注入装置を例示する。インジェクタ
装置２００は、データ通信線２２０によってインジェクタ装置制御インタフェース２１０
に連結され、画像形成機器２３０は、データ通信線２５０によって画像形成装置制御イン
タフェース２４０に連結される。さらに、インジェクタ装置２００はまた、信号またはデ
ータ通信線２６０によって画像形成機器２３０に連結されるが、データは典型的に、信号
またはデータ通信線２６０を経由して、インジェクタ装置２００および画像形成機器２３
０のそれぞれの開始時間の同期化のためのみに、一方方向のみに送られるだけである。
【０００９】
　したがって、注入装置および画像形成機器の操作パラメータを単一のインタフェースま
たはディスプレイから同時に制御することができるシステムの必要性が存在する。
【発明の開示】
【００１０】
　１つの代替の実施形態において、本発明は、共通制御コンソールからインジェクタ装置
および画像形成機器を制御するためのシステムおよび方法に方向づけられる。共通制御コ
ンソールは、複数のインタフェースまたは単一のインタフェースを含んでもよく、それに
よってオペレータは、注入およびスキャンのパラメータを同時に制御することができる。
結果として、システムはオペレータが、注入およびスキャンの装置および手順をより効率
的に制御し管理するのを可能にする。
【００１１】
　共通制御コンソールは、注入装置および画像形成装置に作用的に接続されそれと通信す
るコンピュータまたは処理装置を含んでもよい。共通制御コンソールは、インジェクタ装
置および画像形成機器／装置へデータを送りこれらからデータを受け取ることができる。
共通制御コンソールは、インジェクタ装置および画像形成機器への操作コマンドを映し入
力するためのディスプレイまたはモニタを有してもよい。共通制御コンソールは、ワイヤ
式またはワイヤレスの手段を含むがそれらに限定されない広く様々な異なるやり方で、注
入装置と通信してもよい。注入装置および画像形成機器は、ネットワークの一部であり得
、それによってデータは、制御コンソールと注入装置と画像形成機器との間で共有される
。あるいは、注入装置または画像形成機器は、互いと共通制御コンソールとの間の仲介物
として作用してもよい。
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【００１２】
　インジェクタ装置および画像形成機器は、個別に処理能力を有することができ、または
代替的に、共通のプロセッサによって制御されることができる。本発明の１つの代替の実
施形態において、インジェクタ装置は、インジェクタ装置が遠隔式に制御されることがで
きるように、前から存在する画像形成制御コンソールへロードすることができる共通ソフ
トウェアアプリケーションを備えるデジタル媒体を備える。この実施形態において、共通
ソフトウェアアプリケーションは、画像形成制御コンソールが、インジェクタ装置および
画像形成機器の両方を同時に制御するための共通コントローラとして作用するのを可能に
することができる。共通ソフトウェアアプリケーションは、インジェクタ装置を制御し最
適化するために使用することができる広く様々なモジュールを含んでもよい。」と補正し
ました。
【００１３】
　共通制御コンソールは、グラフィカルユーザインタフェースをサポートしてもよいオペ
レーティングシステム下で動いているコンピュータを備えてもよい。オペレーティングシ
ステムは、Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）、Ｌｉｎｕｘ等およびそのいずれの組み合わせを
含んでもよい。グラフィカルユーザインタフェースは、オペレータが複数のプログラムを
同時に管理し走らせるのを可能にすることができる。例えば、本発明の１つの実施形態に
おいて、共通制御コンソールは、同時に表示される注入装置用のインタフェースおよび画
像形成機器用のインタフェースを有してもよい。結果として、オペレータは、注入装置お
よび画像形成機器を同時に操作し制御することができる。さらに、共通制御コンソールは
、装置および画像形成機器を操作するために使用することができるプロトコルを記憶し検
索することができる。そのようなプロトコルは、特定の検査、例えば、ＣＴスキャン等を
実行するために一緒にグループ分けすることができる操作パラメータを含んでもよい。注
入装置および画像形成機器の両方用の操作指令を含む組み合わされたプロトコルを形成す
ることができる。プロトコルは、検査の効率および品質を改良する助けをすることができ
る。インジェクタ用の操作パラメータは、流量、媒体、容量、圧力、フェーズ、キープベ
インオープン（ｋｅｅｐ　ｖｅｉｎ　ｏｐｅｎ）（ＫＶＯ）、一時停止、ホールド、遅延
、開始および停止を、限定せずに含む。画像形成装置用の操作パラメータは、管電流、管
電圧、視準、ピッチ、デテクタ構成、回転、一時停止、スキャン遅延、開始、および停止
を、限定せずに含む。
【００１４】
　１つの代替の実施形態において、本発明は、インジェクタ装置および画像形成機器の両
方を同時に制御するためのシステムおよび方法を備えてもよい。本発明はまた、共通ディ
スプレイ上で機器をモニタし制御するためのシステムを提供してもよい。本発明は、さら
に、インジェクタ装置および画像形成機器の両方を操作するために使用することができる
記憶されたプロトコルを形成するためのシステムを提供してもよい。本発明の他の特徴は
、図面および詳細な説明に述べられる。
【００１５】
　このように本発明を一般的な用語で述べてきており、次に、添付の図面を参照するが、
これらは必ずしも縮尺に沿って引かれていない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　次に本発明は、添付の図面を参照して下記に説明される。本発明は、多くの異なる形態
で体現されてもよく、本明細書の図面および説明は、本明細書に述べられた実施形態に限
定されると解釈されるべきではない。類似の参照符号は、全体にわたって類似の要素を参
照する。本明細書に使用されるように、「模範的な」という用語は、本発明の非限定的な
代替の実施形態を参照する。
【００１７】
　１つの代替の実施形態において、本発明は、単一のインタフェースまたはディスプレイ
から医療用インジェクタおよび画像診断用装置を操作するための方法およびシステムに方
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向づけられる。注入／画像形成システムは、共通の画像形成制御コンソールまたは共通の
インタフェース装置によって通信し且つそれによって作用的に制御されるインジェクタシ
ステムおよび画像形成システムを備えてもよい。
【００１８】
　インジェクタシステムは、効果的な用量の造影剤を投与するのに使用することができる
インジェクタ装置と、インジェクタ装置に作用的に接続される制御インタフェースと、を
含んでもよい。インジェクタシステムは、１つ以上の制御インタフェースを有してもよい
。制御インタフェースは、インジェクタ装置へデータを送りこれからデータを受け取って
もよい。インジェクタ装置は、造影剤を患者または被検者内に送出するのに使用されるい
ずれの種類のインジェクタ機構であってもよい（例えば、Ｅ－Ｚ－ＥＭエンパワーＣＴ（
Ｅ－Ｚ－ＥＭ　ＥｍｐｏｗｅｒＣＴ）インジェクタ）。画像形成システムは、画像形成制
御コンソールと、患者または被検者内の造影剤をモニタし表示し、患者または被検者の内
部画像を獲得し、制御コンソールまたは記憶媒体へ他の診断データを提供するのに使用す
ることができる画像形成装置または機器と、から構成される。画像形成システムは、画像
形成機器に作用的に接続されてもよい画像形成インタフェースを有してもよい。
【００１９】
　「造影剤」という用語は、個人の身体の選択された区域をハイライトし且つ／または識
別するために、個人または被検者内に注入することができるいずれの適切な媒体を含む。
造影剤は、生理食塩水媒体、フラッシュ媒体等、および、そのいずれの組み合わせを含ん
でもよいが、それらに限定されない。造影剤は、ＣＴスキャン、ＭＲＩ、超音波等の医療
用画像診断を行うために使用される画像形成装置と組み合わせて使用されてもよい。
【００２０】
　図３を参照すると、医療用画像形成室を描写する本発明の代替の実施形態が示される。
図３に示されるように、画像形成室３００は、共通制御コンソール室３０４と、画像形成
機器室３０２と、を含んでもよい。画像形成機器室は、画像形成機器装置３３０およびイ
ンジェクタ装置３０６を備えてもよい。画像形成機器装置３３０およびインジェクタ装置
３０６は、共通制御コンソール３１０と通信しそれによって作用的に制御されることがで
きる。共通制御コンソールは、様々なやり方で装置３０６、３３０と通信することができ
る。図３に示されるように、装置３０６、３３０は、各々がそれぞれ、通信チャネル３２
０、３４０を経由して制御コンソールと通信する。画像形成機器が磁場を生成する実施形
態において、装置と制御コンソールといずれの追加装置との間の通信チャネルは、本発明
の磁場と実質的に反応しないように適合されてもよい。そのような実質的に反応しない通
信チャネルは、例えば、光ファイバ線、電磁トランスミッタ／レシーバ、例えば赤外線等
、および、そのいずれの組み合わせを含む。さらに、画像形成機器が磁場を生成する実施
形態において、画像形成機器室のインジェクタ等の装置は、磁場に実質的に反応しない真
鍮等の材料を備えてもよい。他の実施形態において、画像形成機器室の装置は、画像形成
機器に実質的に干渉しないように室内に配向されてもよい。
【００２１】
　共通制御コンソールは、インジェクタ装置および画像形成装置の両方を画像形成制御コ
ンソール室から遠隔式に制御するために使用することができる。共通制御コンソールは、
インジェクタ装置を遠隔式に操作することもできるように修正された画像形成制御コンソ
ールであってもよい。修正された制御コンソールは、注入装置と画像形成機器との両方を
同時に制御することができる。画像形成制御装置は、ソフトウェアおよび／またはハード
ウェアを加えることによって修正されてもよい。共通制御コンソールは、インジェクタ装
置へデータを送りこれからデータを受け取ることができる。本明細書に規定されたように
「リモート」、「遠隔式に制御された」および「離れて」位置する、の用語は、互いに物
理的に接触せず、互いに作用的に係合せず、且つ／または、同一室に同時に位置しないが
、それにもかかわらず、ワイヤレス接続手段、例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）
、様々な制御構成要素をインジェクタ装置、画像形成装置、または、医療用画像形成室内
にまたは外のいずれかに位置してもよい他の医療装置にリンクしてもよいコンピュータネ
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ットワークを含むが、それらに限定されない多数の異なる通信技術を経由して、電子的に
、機械的に、且つ／または、電気機械的に通信してもよい構成要素を含む。
【００２２】
　インジェクタ装置および画像形成装置はまた、単一の処理システムを共有することもで
きるか、または、代替的に、インジェクタおよび画像形成装置の両方が、別個の処理シス
テムを有することができる。本発明の１つの代替の実施形態において、両方の装置が処理
システムを有する場合には、単一のシステムを使用して両方の装置を制御してもよい。例
えば、一方のシステムが、他方の計算システムによって遠隔式に制御されるのを可能にす
るソフトウェアプラットフォームを有してもよい。この実施形態において、例えば、オペ
レータは、単一のユーザインタフェースから注入および画像形成手順を遠隔式に確立しモ
ニタすることができる。１つの代替の実施形態において、このシステムは、独自仕様であ
るか、または、市販の計算プラットフォームを使用するオープンシステム計算アーキテク
チャ（例えば、Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）または他の類似オペレーティングシステムを
走るＰＣアーキテクチャ）であるか、のいずれかであってもよい。本発明の文脈内で、オ
ープンシステム計算アーキテクチャは、いずれのインジェクタまたは画像形成機器、また
は、医療用またはそれ以外のいずれの他の装置の制御に関するため、予め特定された機能
を備えない非特定なハードウェアおよびオペレーティング・ソフトの組み合わせを含んで
もよい。オープンシステムは、処理ユニット、および、入力出力装置、例えば、ディスプ
レイ、キーボードおよびマウス等のポインティングデバイス等を包含してもよい。オペレ
ーティングシステムは、現在のオープンシステム計算アーキテクチャを含んでもよい。別
の代替の実施形態において、オペレーティングシステムソフトウェアは、計算プラットフ
ォーム自体の基本機能を実行するのに限定された汎用の容易に解釈可能なインタフェース
、および、本発明の様々な実施形態に呈されたもの等のいずれのアプリケーションに特定
的ではない内部回路の機能を確立する低レベルソフトウェアルーチンを提供してもよい。
本発明は、共通ディスプレイにインジェクタおよび画像形成機器システムを操作するため
の専用アプリケーションに方向づけられてもよい。
【００２３】
　１つの実施形態において、単一の計算システムを使用して、画像形成機器用の第１のプ
ロセスおよびインジェクタ装置用の第２のものを含む複数のプロセスを走らせてもよい。
本発明のシステムを使用して、単一のインタフェースを通して同時に画像形成機器および
インジェクタ装置の両方を制御することができる。これに関して、図４は、インジェクタ
装置４１０および画像形成機器４３０の両方を、共通インタフェース４００を通して制御
することができることを例示するブロック図である。
【００２４】
　共通制御コンソールは、画像形成機器およびインジェクタの装置機能に対するオペレー
タ制御を提供するためのオペレータインタフェースを含んでもよい。オペレータインタフ
ェースは、インジェクタ装置および画像形成機器データ、例えば、操作制御装置、装置状
態、獲得した画像等およびそのいずれの組み合わせを表示するためのディスプレイユニッ
トを含んでもよい。ディスプレイユニットは典型的に、オペレータが読むことができるフ
ォーマットに、データ、画像、プログラム等およびそのいずれの組み合わせを出力し表示
するために使用することができるいずれの種類の装置を含んでもよい。そのような装置は
、コンピュータおよびテレビモニタ、ＬＣＤディスプレイ、プラズマディスプレイ、ビデ
オディスプレイ等を、限定せずに、含んでもよい。ディスプレイ手段はまた、タッチスク
リーン等の入力装置を含むこともできる。ディスプレイを使用して、画像を映し、複数の
装置を同時に操作するために使用することができる機能を制御することができる。
【００２５】
　別の代替の実施形態において、共通制御コンソールは、ｐｃ等の市販の計算システムを
備えてもよい。ＰＤＡ（携帯情報端末）等の他の計算システムおよび装置を使用して、イ
ンジェクタおよび画像形成装置の両方を制御することができる。共通制御コンソールは、
インジェクタ装置および画像形成機器へデータを送りこれらからデータを受け取るために
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複数の入力および出力を含んでもよい。そのような入力は、キーボード、タッチスクリー
ン、ボタン、ポインタ制御装置、例えばマウス、音声認識ソフトウェア、専用コントロー
ラ等およびその組み合わせを、限定せずに、含んでもよい。共通制御コンソールはまた、
画像、統計、装置操作パラメータ、データ、エラーログ、個人的な覚書等およびその組み
合わせを記憶するための記憶媒体（例えば、磁気の、光学の、印刷媒体、その他）も含ん
でもよい。
【００２６】
　別の代替の実施形態において、制御コンソール、および、インジェクタおよび画像形成
装置は、ワイヤ式およびワイヤレスの両方の通信プロトコルを使用して、互いに作用的に
接続され通信することができる。そのような通信プロトコルは、シリアル通信プロトコル
、例えば、Ｉ２Ｃ、ＡＣＣＥＳＳ．バス、ＲＳ－２３２、ユニバーサルシリアルバス（Ｕ
ＳＢ）、ＩＥＥ－４８８（ＧＰＩＢ）、ＬＡＮ／インターネットプロトコル、例えば、Ｔ
ＣＰ／ＩＰ、ワイヤレスプロトコル、例えば、８０２．１１ｘ、および、ブルートゥース
等を含むが、それらに限定されない。通信プロトコルは、独自仕様のシステムも含むこと
ができる。制御コンソールはまた、専用通信チャネルを備えた装置に接続されることもで
きる。これに関して、図４は、共通制御コンソールを装置へ接続するのに使用することが
できる専用通信チャネル４２０、４４０を、システムが含んでもよいことを例示する。あ
るいは、インジェクタおよび画像形成機器は、異なる通信プロトコルを使用して共通制御
コンソールと通信することができる。例えば、シリアルデータ通信チャネルを使用し、共
通制御コンソールとインジェクタ装置との間でデータを移送することができ、ＴＣＰ／Ｉ
Ｐネットワークは、共通制御コンソールと画像形成機器との間でデータを移送するために
使用することができる。
【００２７】
　本発明の別の代替の実施形態において、インジェクタ装置または画像形成機器もまた仲
介物として作用することができ、共通制御コンソールが画像形成機器を通ってインジェク
タと通信するのを可能にするかまたはその逆である。これに関して、図５は、２つの代替
システム設計を例示し、インジェクタまたは画像形成機器のいずれかが、仲介物として作
用することができる。システム５００において、共通制御コンソール５０５は、通信チャ
ネル５１５を経由して画像形成機器５１０と直接通信する。画像形成機器５１０は、今度
は、通信チャネル５２０を経由してインジェクタ装置５２０と直接通信する。システム５
３０において、制御コンソール５３５は、インジェクタ装置５４０と直接通信し、これは
今度は、画像形成機器５５０と直接通信する。インジェクタ装置および画像形成機器はま
た、各々が別個に、処理能力も有することができる。そのようであるため、各装置は、通
信ハブまたは仲介物として他の装置のためにデータを取り扱うことができる。本発明の他
の代替の実施形態において、インジェクタおよび画像形成機器の両方は、制御コンソール
へ送信する前、送信中および送信後に、アプリケーション特定データを処理するようにプ
ログラムされることができるアーキテクチャおよび処理能力を有してもよい。
【００２８】
　本発明の代替の実施形態において、画像形成機器、インジェクタ装置および共通制御コ
ンソールは、ネットワーク環境を通して、作用的に接続され互いに通信することができる
。そのような環境において、独立したネットワーキング装置、例えば、ハブ、スイッチま
たはルータを典型的に使用して、制御コンソールと装置とを相互接続する。これに関して
、図６は、ネットワーキング装置を使用して個別の装置と制御コンソールとの間の通信を
容易にするシステムを例示する。図６に示されるように、共通制御コンソール６０６は、
ネットワーキング装置６３０を経由してインジェクタ装置６１０および画像形成機器６２
０と通信する。例示された実施形態において、インジェクタ装置および画像形成機器から
のデータは、単一のオペレータインタフェースに同時に表示されることができ、データは
、共通の通信プロトコル（例えば、ワイヤ式またはワイヤレス）を使用してハブへ通信さ
れる。
【００２９】
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　本発明の別の代替の実施形態において、装置と制御コンソールとを相互接続するのに使
用されるネットワーキングシステムは、広く様々なネットワークフォーマットから選ぶこ
とができる。ネットワーキングフォーマットは、ＬＡＮ（ローカルエリアネットワーク）
、ＷＡＮ（ワイドエリアネットワーク）、ＣＡＮ（キャンパスエリアネットワーク）、Ｗ
ＷＷ（ワールドワイドウェブ）等およびその組み合わせを、限定せずに、含んでもよい。
装置のネットワークトポロジーもまた、設計者の好みに依存して変動することができる。
ネットワークトポグラフィーは、バストポロジー、リングトポロジー、スタートポロジー
等およびその組み合わせを含んでもよいが、それらに限定されない。
【００３０】
　図７を参照すると、複数の画像形成室から構成されるシステムが例示される。画像形成
室７００には、共通制御コンソール７０５が、通信ネットワーキング装置７２０を使用し
て、インジェクタ装置７１０および画像形成機器７１５に相互接続して示される。あるい
は、複数の画像形成室を、ネットワークまたはネットワーキング装置を通して相互接続す
ることができる。これに関して、図７は、画像形成室７００を、第２の画像形成室７２５
に作用的に接続することができるのを例示する。図７に示されるように、ネットワーキン
グ装置７２０が、別個の画像形成室７２５に位置する第２のネットワーキング装置７２５
と通信する。複数の画像形成室を、いずれの数の共通制御コンソールを経由して一緒にネ
ットワークし、制御することができる。１つの例において、制御コンソールおよび画像形
成機器およびインジェクタ装置は、すべて、共通のサブネットに接続されることができ、
これは、共通のアドレスコンポーネントを共有するネットワークの一部である。例えば、
インターネット等のＴＣＰ／ＩＰネットワークで、サブネットは、そのＩＰアドレスが同
一の接頭辞を有するすべての装置として規定される。したがって、制御コンソールおよび
画像形成／インジェクタ装置のネットワークと同一のサブネットに接続されたオペレータ
は、装置を制御しアクセスすることができる。
【００３１】
　図７はまた、共通制御コンソールを使用して複数の画像形成装置および／またはインジ
ェクタ装置を制御することができることを例示する。これに関して、図７は、複数のイン
ジェクタ装置７３５、７４０および複数の画像形成機器装置７４５、７５０に作用的に接
続される共通制御コンソール７３０を有する画像形成室７２５を示す。図７に示されるよ
うに、複数の装置は、ハブ、ルータまたはスイッチ等のネットワーキング装置を使用して
、共通制御コンソール７３０にネットワークされる。制御コンソール７３０は、オペレー
タが注入装置および画像形成機器装置を同時に制御することを可能にする単一のインタフ
ェースを備えてもよい。制御コンソール７３０を使用して、ネットワークがない場合に、
複数のインジェクタ装置および画像形成機器装置を制御することができることもまた認識
されなければならない。そのようなシステムにおいて、装置は、共通制御コンソールと直
接通信することができるか、または、装置の１つを通って間接的にルートづけられること
ができ、それは、仲介物として作用しているものとする。
【００３２】
　本発明はまた、インジェクタ装置および画像形成機器を操作するために様々なプロトコ
ルを実行することができる様々なコンピュータプログラム製品の実施形態を提供してもよ
い。１つの代替の実施形態において、コンピュータプログラム製品は、インジェクタ装置
を離れた場所から制御することができる。コンピュータプログラム製品は、入力装置から
ユーザ入力を受け取るための実行可能な部分を備えてもよい。
【００３３】
　１つの実施形態において、インジェクタ装置は、インジェクタ装置と、既存の画像形成
制御コンソールとともに使用することができるリモートコンピュータプログラム製品また
はハードウェアを含むパッケージとしてバンドルされてもよい。リモートコンピュータプ
ログラム製品は、画像形成制御コンソールが、画像形成機器およびインジェクタ装置の両
方に作用的に接続されるのを可能にする。結果として、本発明の１つの代替の実施形態に
おいて、注入装置は、関連インジェクタ制御コンソールを必要とせずにコンピュータプロ
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グラムを備えて流通されてもよい。共通制御コンソールは、様々な画像形成および注入装
置を制御し、表示し、分析し且つモニタするために使用することができる制御システムア
ーキテクチャを含んでもよい。制御システムアーキテクチャは、ハードウェアおよびソフ
トウェアの要素も含んでもよい。本明細書に記載されたコンピュータプログラム製品に関
して、本明細書に概略された手順を実行するためのソフトウェアを形成するために広く様
々なプラットフォームおよび言語が存在することを認識すべきである。正確なプラットフ
ォームおよび言語の選択は、構築されている実際のシステムの特定の要件によって指示さ
れることが多いこともまた認識すべきである。コンピュータプログラム製品は典型的に、
注入装置を遠隔式に制御するのに使用されるモジュールまたは要素を含む。
【００３４】
　図８を参照すると、Ｅ－Ｚ－ＥＭエンパワーＣＴ（商標）のＣＴインジェクタに見られ
るような模範的な制御システムアーキテクチャが例示される。図示のように、制御システ
ムアーキテクチャは、集合的に参照符号８１４で参照される、複数の実行可能なプログラ
ムモジュールを含んでもよい。実行可能なプログラムモジュール８１４は、共通制御コン
ソールに、または、共通制御コンソールに作用的に接続されるハードウェア装置８１０に
、存在してもよい。これに関して、図８は、インジェクタ８１６およびスキャニング装置
の両方に作用的に接続される実行可能なプログラムモジュールを有するリモートコントロ
ール８１０を例示する。リモートコントロールはまた、スキャナ、画像形成ディスプレイ
装置、ホスピタルネットワーク等およびその組み合わせを含む様々なネットワークおよび
装置と通信するために、複数のＩ／Ｏ接続８２０も含んでもよい。本発明のいくつかの実
施形態において、共通制御コンソールは、インジェクタ装置８１６から媒体の注入を受け
取る患者に作用的に係合することができるように、処置室（画像形成室３０２等）（主に
図３参照）内に位置してもよい管外遊出検出装置（ＥＤＡ）８１８と通信することができ
るように、さらに適合されてもよい。ＥＤＡ８１８はまた、ワイヤ式および／またはワイ
ヤレスのコンピュータネットワークを経由して、インジェクタ装置８１６、リモートコン
トロール８１０、画像形成ディスプレイ、および／または、他のコンピュータ装置とも通
信してもよい。さらに、リモートコントロール８１０はまた、ＥＤＡ８１８から管外遊出
データセットを送信し且つ／または受信することができるように構成されてもよい。図８
は、ＲＳ－２３２Ｃシリアル通信プロトコルを経由してインジェクタ装置およびＥＤＡに
作用的に接続されているリモートコントロールを例示するが、装置、リモートコントロー
ルおよび画像形成制御コンソールは、シリアル通信プロトコル、例えば、Ｉ２Ｃ、ＡＣＣ
ＥＳＳ．バス、ＲＳ－２３２、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）、ＩＥＥ－４８８（
ＧＰＩＢ）、ＬＡＮ／インターネットプロトコル、例えば、ＴＣＰ／ＩＰ、ワイヤレスプ
ロトコル、例えば、８０２．１１ｘ、および、ブルートゥース等、および、そのいずれの
組み合わせを含む複数の異なるプロトコルを使用して接続されてもよい。
【００３５】
　図８に示されるように、制御システムアーキテクチャは、共通制御コンソールがインジ
ェクタ等の装置を遠隔式に制御するのを可能にする広く様々な実行可能なプログラムモジ
ュール８１４から構成されることができる。実行可能なプログラムモジュールは、特定の
作業を行うかまたは特定のデータタイプを実施するルーチン、プログラム、コンポーネン
ト、データ構造等およびそのいずれの組み合わせを含んでもよい。モジュールは、ＰＰＲ
ＥＭＯＴＥ、ディスプレイグラフィック、ＯＤＢＣデータベース、ＰＰＣＯＭＭ、ＰＰＲ
ＥＳＥＴおよびＧＩＮＡ．ＤＬＬ等およびそのいずれの組み合わせを、限定せずに、含ん
でもよい。これらのモジュールは、下記に検討される。モジュールは、Ｗｉｎｄｏｗｓ（
登録商標）、Ｕｎｉｘ（登録商標）、Ｌｉｎｕｘ、ＭＡＣＯＳ等、およびそのいずれの組
み合わせ等のオペレーティングシステム層内で作動してもよい。
【００３６】
　ＰＰＲＥＭＯＴＥは、制御コンソールのプロセスに実行し走ることができる実行可能な
プログラムモジュールまたは基本ソフトウェアアプリケーションを含む。ＰＰＲＥＭＯＴ
Ｅは、ディスプレイにユーザインタフェースビジュアル要素を備え、ユーザ入力（例えば
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、キーボード、マウス、タッチスクリーン等）を受け入れる。この実行可能なプログラム
は、揮発性および不揮発性のメモリの両方に、インジェクタの操作に関するデータ変数に
記憶し、管理し、数学的に操作するためのプログラムルーチンも含んでもよい。そのよう
なデータ管理機能を含むのは、ＯＤＢＣデータベースファイルを読み取り書き込むルーチ
ンである。このモジュールはまた、インジェクタ操作の様々な接合中に必要に応じて、Ｐ
ＰＣＯＭＭモジュールへおよびこれから、データを移送し、さらに共有してもよい。
【００３７】
　ディスプレイグラフィックは、ユーザインタフェースディスプレイを生成するためにＰ
ＰＲＥＭＯＴＥによって選択的にアクセスされ使用されるビジュアル要素のライブラリを
備えてもよい。ビジュアル要素は、テキスト、タッチパネルボタン、ヘルプファイル、ヘ
ルプグラフィック、アイコン、アニメーション等およびそのいずれの組み合わせを含んで
もよいが、それらに限定されない。ビジュアル要素は、個別の画像ファイルを備えてもよ
い。
【００３８】
　ＯＢＤＣデータベースファイルは、ＰＰＲＥＭＯＴＥプロセスによって形成され、操作
されてもよい。ＯＢＤＣデータベースファイルは、例えば、インジェクタ診断、エラー状
態、用法統計、ＥＤＡ性能、ＥＤＡバイオインピーダンスプロファイル、ユーザ保存注入
プロトコル、外国語メッセージ等またはそのいずれの組み合わせに関するアーカイバルデ
ータを記憶することができる。そのようなファイルは、読取書込可能媒体、例えば、ハー
ドディスクドライブを含む磁気記憶装置に、または、ＣＤ－ＲＯＭまたはＤＶＤドライブ
等の光学式記憶装置に記憶されてもよい。あるいは、そのようなファイルは、フラッシュ
メモリ装置等のデジタル媒体に記憶されてもよい。
【００３９】
　ＰＰＣＯＭＭは、制御コンソールのプロセスに実行し走ることができる通信ソフトウェ
アモジュールを含む。ＰＰＣＯＭＭを使用して、インジェクタ装置の制御を確立しインジ
ェクタとのデータ通信を維持してもよい。このモジュールは、予め規定された周期的なベ
ースでインジェクタへ送信されるデータシーケンスまたはメッセージを組織することがで
きる。ＰＰＣＯＭＭモジュールはまた、予め規定された周期的なベースでインジェクタか
らコンプリメンタリーデータシーケンスまたはメッセージを受け取り解釈することもでき
る。ＰＰＣＯＭＭはまた、データ送信問題がいつ発生したかおよび発生したか否かを識別
するロジックも有する。このモジュールにプログラムされたロジックに基づいて、双方向
通信が損なわれないままである場合には、問題に介入し訂正しようと試みる能力を有して
もよい。あるいは、このプログラムされたロジックはＰＰＲＥＭＯＴＥアプリケーション
に、通信障害状態が発生し、それによって、問題を解決することができるまでインジェク
タ操作の自動停止を必要とすることを知らせることができる。
【００４０】
　ＰＰＲＥＳＥＴは、制御コンソールのプロセスに実行し走ることができるソフトウェア
モジュールを含んでもよい。ＰＰＲＥＳＥＴは、制御コンソール用の障害取扱およびリセ
ット能力を提供してもよい。
【００４１】
　ＧＩＮＡ．ＤＬＬは、例えば、Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）、Ｕｎｉｘ（登録商標）、
Ｌｉｎｕｘ、ＭＡＣＯＳ等およびそのいずれの組み合わせ等のオペレーティングシステム
下で走っている制御コンソールソフトウェア要素またはモジュールへシステム機能を提供
するダイナミックリンクライブラリを含んでもよい。
【００４２】
　１つの代替の実施形態において、上述のモジュールは、可搬型デジタル媒体（例えば、
ＣＤ－ＲＯＭまたはフラッシュカード等）に配置することができるソフトウェアバンドル
としてパッケージされ準備されることができる。ソフトウェアは、インジェクタを遠隔式
に制御するために必要であるモジュールを組み込んでもよい。１つの代替の実施形態にお
いて、インジェクタとともにソフトウェアを販売することができることが企図され、その
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ため、インジェクタ装置および画像形成機器の両方に作用的に接続されることができるよ
うに既存の画像形成制御コンソールをアップグレードすることができる。これに関して、
図９は、インジェクタを制御コンソール９１０で遠隔式に制御するためにインジェクタ９
０６およびソフトウェア９０８を備えた構成された画像形成室９００を例示する。結果と
して、画像形成機器９３０およびインジェクタ装置９０６の両方が、インジェクタ／画像
形成制御コンソール９１０からモニタされ制御されることができる。図１０は、リモート
コントロールソフトウェアを記憶媒体に提供することができ、且つ、インジェクタ装置お
よび画像形成機器の両方を制御するために単一の計算装置にインストールすることができ
ることをさらに例示する。
【００４３】
　あるいは、インジェクタリモートソフトウェアは、ネットワークまたはＰＣモジュール
としても参照されるネットワーク可能コンピュータまたは処理ユニットとともに、使用す
ることができる。例えば、本発明の１つの代替の実施形態において、処理ユニットをイン
ストール装置に含むことができるか、または、単体のエンクロージャに含むことができる
。他の本発明の実施形態において、処理ユニットは、画像形成制御コンソールと通信しそ
れによって制御されてもよい。画像形成制御コンソールは、ネットワーク接続およびプロ
トコルを経由して、処理ユニットと通信してもよい。これに関して、図１１は、共通制御
コンソールと通信する、模範的な処理ユニット（ネットワーク可能なＰＣモジュール）を
通して注入装置がネットワークされることを例示する。この非代替の実施形態において、
インジェクタ装置は、処理ユニット／ネットワーク可能なＰＣモジュールと通信すること
ができ、これは、今度は、共通制御コンソールと通信する。図１１に示されるように、処
理ユニットは、ネットワーク接続を通して共通制御コンソールと通信する。別の非代替の
実施形態において、共通制御コンソールインタフェースは、ブラウザ等のネットワークア
プリケーションまたは他のアプリケーションを使用してインジェクタを制御するために、
使用することができる。この実施形態において、処理ユニットは、インジェクタを制御し
且つ共通制御コンソールへおよびこれからデータを送るために必要であるモジュールまた
は要素を含むことができるリモートソフトウェアを含むことができる。モジュールまたは
要素は、Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）、Ｌｉｎｕｘ、Ｍａｃ　ＯＳ、Ｕｎｉｘ（登録商標
）等、またはそのいずれの組み合わせ等のオペレーティングシステムに走っている。
【００４４】
　あるいは、インジェクタ制御は、ネットワーククライアントまたはサーバとして構成さ
れることができる。本発明の１つの代替の実施形態において、クライアントとして構成さ
れる場合には、インジェクタ操作を制御する関連操作データは、画像形成制御ユニットか
ら直接か、または、別のサーバ操作、プロキシを経由してか、または、そうでなければ、
本発明にしたがって、機能することができる。サーバとして構成される場合には、ネット
ワーク可能なＰＣモジュール（図１２参照）は、インジェクタから画像形成制御コンソー
ルへ関連データに機能することができる。結果として、画像形成制御コンソールは、イン
ジェクタ装置および画像形成機器用の共通制御コンソールとして作用することができる。
【００４５】
　さらに、本発明の別の代替の実施形態において、インジェクタ処理ユニットはまた、例
えばローカルホスピタルネットワーク等の検査施設の内部ネットワークに接続され通信す
ることもできる。この実施形態において、処理ユニット／ネットワーク可能なＰＣモジュ
ールは、ローカルネットワークに接続されてもよく、注入システムは、ネットワーク内の
ネットワークアプライアンスとして構成されることができる。この構成において、インジ
ェクタは、画像形成室の利用可能なネットワーク空間を通して画像形成制御ステーション
と間接的に通信することができる。処理ユニットがネットワークへ接続するのは、ワイヤ
式でもワイヤレスであってもよい。図１２は、注入システムが、ネットワークアプライア
ンスとしてローカルネットワークによって制御されることができることをさらに例示する
。この代替の実施形態において、ネットワーク接続を使用する画像形成制御コンソールは
、インジェクタ装置および画像形成機器用の共通制御コンソールとして作用することがで
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きる。
【００４６】
　図１２に例示された別の実施形態において、インジェクタ装置および画像形成機器は、
ネットワークアプライアンスとしてネットワーク空間を経由して操作パラメータを共有す
ることができる。この配列において、例えば、共通制御コンソールは、インジェクタおよ
び画像形成機器の両方から同時に、操作パラメータおよび制御情報を導き出してもよい。
画像形成機器、注入装置、および制御コンソールは、共通ネットワークを共有する。
【００４７】
　本発明の別の代替の実施形態において、画像形成機器インタフェースおよびインジェク
タインタフェースは、マルチタスク操作システムを使用して、コンピュータシステム内を
走っている別個のプロセスを備えてもよい。これに関して、図１３および１４は、インジ
ェクタ用の専用ディスプレイ領域、および、画像形成機器用の第２の専用ディスプレイ領
域を同時に表示する共通制御コンソールを例示する。この実施形態において、ディスプレ
イを使用して、インジェクタ装置かまたは画像形成機器のいずれかと別個に通信するアプ
リケーションを同時に表示することができる。
【００４８】
　様々な異なるコンピュータプラットフォームおよびシステムを本発明に使用することが
できることを認識すべきである。コンピュータプラットフォームは、例えば、Ｗｉｎｄｏ
ｗｓ（登録商標）またはＬｉｎｕｘ等のグラフィカルユーザインタフェース（ＧＵＩ）系
のオペレーティングシステムを走らせるＰＣまたは他のワークステーションを含んでもよ
いが、それらに限定されない。ユーザインタフェース設計は、ユーザがインジェクタ制御
アプリケーションと画像形成制御アプリケーションとの間を自由に切り換えるのを可能に
してもよい。インジェクタ装置および画像形成機器の両方用のユーザインタフェースの全
体を、単一のディスプレイ、キーボード、ポインティングデバイスまたは他の一般に利用
可能なユーザインタフェースハードウェア装置を経由して、表示し管理することができる
。制御コンソールおよびグラフィカルインタフェースはまた、インジェクタ装置および画
像形成機器に特定のコマンドを実行させるのに使用することができる専用の制御コンソー
ルを含むこともできる。そのようなコマンドは、画像形成機器用には公知であり、頻繁に
使用される機能用か、または、安全関連の操作機能用に、専用のボタンまたはキーを含む
。そのような機能は、画像機器、画像回復、画像機器インターコム等およびそのいずれの
組み合わせを開始し、一次停止し、且つ、停止することを含むが、それらに限定されない
。図１３および１４は、１つ以上の専用制御装置も含む共通制御コンソールを例示する。
図１３および１４に示されるように、専用制御装置は、画像機器およびＧＵＩにインタフ
ェースするために使用することができるインタフェース装置を備えてもよい。システムは
また、注入システムの頻繁に使用される機能用かまたは安全関連の操作機能用に専用制御
コンソールも含むこともできる。同様に、頻繁に使用される機能かまたは安全関連の操作
機能を、インジェクタ装置および画像形成機器の両方用の単一の専用制御装置に組み込む
ことができる。図１４に示されるように、専用制御コンソールは、インジェクタ装置、画
像形成機器用の専用制御装置を含むことができ、または、インジェクタ装置および画像形
成機器の両方用の専用制御装置を含むことができる。
【００４９】
　専用制御コンソールは、画像形成機器およびインジェクタ装置に直接接続される専用通
信チャネル、共通画像形成機器／インジェクタコンソールへのロジカル相互接続を経由し
た間接接続、および、その組み合わせおよび置換を含むが、それらに限定されない広く様
々なやり方で、インジェクタ装置および画像形成機器と通信することができる。
【００５０】
　図１３および１４に例示されたインタフェース設計は、共通制御コンソールに実行され
る独立したプロセスであり得る。共通制御コンソールは、計算プラットフォームＣＰＵ、
メモリ、Ｉ／Ｏ、キーボード、ディスプレイ、ポインティングデバイス等およびそのいず
れの組み合わせを含んでもよい。共通制御コンソールは、入力／出力装置（単／複）に連



(16) JP 5148881 B2 2013.2.20

10

20

30

40

50

結され、それを通してインジェクタ装置および画像形成機器が作用的に接続されてもよい
。インジェクタ装置および画像形成機器は、共通ディスプレイインタフェースを共有して
もよく、互いから機能的に独立することもできる。本発明の１つの実施形態において、画
像形成機器アプリケーションは、共通制御コンソールを走るインジェクタデータファイル
にアクセスしてもよい。例えば、共通制御コンソールは、ソフトウェアアプリケーション
、例えば、Ｅ－Ｚ－ＥＭから入手可能であるＥＭＰＯＷＥＲＣＴ等を含むことができ、こ
れは、画像形成機器ユーザインタフェースが、インジェクタデータ、統計、および、デー
タベースまたは類似ファイル例えばインジェクタ装置に関連するＯＤＢＣデータベースフ
ァイルからの他の関連データにアクセスするのを可能にする。
【００５１】
　同様に、本発明の別の代替の実施形態において、画像形成機器ユーザインタフェースが
、それどころか、匹敵するデータベースファイルに対して画像形成機器データおよび統計
を形成し、アクセスし且つアーカイブに保管するのを可能にするソフトウェアアプリケー
ションを備える場合に、インジェクタインタフェースアプリケーションもまたこれらのフ
ァイルにアクセスすることができる。これは、１つの代替の方法であり、それによって、
独立したインジェクタおよび画像形成機器アプリケーションが、中でも、そのそれぞれの
ディスプレイを高めるかまたはそれらの１つに取って代わるためにデータを共有すること
ができる。これに関して、図１５は、インジェクタインタフェースアプリケーションが、
画像形成機器アプリケーションに関連するファイルにアクセスすることができる共通制御
コンソールを例示する。この代替の非限定的な実施形態において、画像形成機器アプリケ
ーションはまた、インジェクタ装置インタフェースに関連したファイルにアクセスするこ
ともできる。
【００５２】
　あるいは、共通制御コンソールは、組み合わされたインタフェースアプリケーション、
プログラムまたはプロセスを含むことができ、これは、インジェクタおよび画像形成機器
の両方の属性を含み、両方の装置を制御し管理するために使用することができる。これに
関して、図１６は、インジェクタ装置および画像形成機器の両方を制御することができる
組み合わされたインタフェースアプリケーションを有する共通制御コンソールを例示する
。図１６に示されるように、共通アプリケーションプログラムは、典型的に、インジェク
タインタフェースおよび画像形成機器インタフェースに関連するモジュールおよびプログ
ラム要素を含む。そのようなモジュールは、例えば、データベースファイル、ディスプレ
イグラフィック、ライブラリ、装置ドライバ、装置特定通信ドライバ等またはそのいずれ
の組み合わせを含んでもよい。
【００５３】
　本発明の別の代替の実施形態において、ユーザインタフェースは、単一の結合力のある
戦略的に配置された共通ユーザインタフェースを備え、それは、インジェクタおよび画像
形成機器の両方の機能を体現してもよい。したがって、同期化または他のいずれの操作上
の相互依存を必要とする遠隔式に制御されたインジェクタおよび画像形成機器の機能は、
共通制御コンソールで日常的に自動化されることができる。これに関して、図１７は、本
発明の１つの非限定的な実施形態にしたがって、単一のディスプレイウインドウがインジ
ェクタおよび関連画像形成機器の両方のユーザインタフェース機能を含む共通インジェク
タ／画像形成機器コンソールのディスプレイ区域を例示する。
【００５４】
　あるいは、インジェクタ装置および／または画像形成機器のインタフェースは、ウェブ
またはネットワークのポータルとして構成されることができる。この代替の非限定的な実
施形態において、汎用ウェブブラウザまたは専用ネットワーク系アプリケーションを、共
通制御コンソールに使用して、インジェクタ装置および画像形成機器のインタフェースを
表示することができる。ウェブブラウザは、広く様々なやり方で使用することができる。
例えば、ウェブブラウザを、図１１に例示されるネットワークモジュール配列とともに使
用することができる。あるいは、画像形成機器、ＣＰＵおよびインジェクタの両方は、ネ



(17) JP 5148881 B2 2013.2.20

10

20

30

40

50

ットワークプロトコルを経由して相互接続することができるネットワークアプライアンス
装置である。これらの接続は、例えば、ピアツーピア、ＬＡＮ、ＷＡＮ、および／または
インターネットであり得る。さらに、接続は、ワイヤ式であってもワイヤレスであっても
よい。接続が確立された後に、インジェクタユーザインタフェースディスプレイは、ＨＴ
ＭＬ、ＸＭＬ、ＪＡＶＡ（登録商標）、．ＮＥＴ等またはそのいずれの組み合わせ等の標
準をサポートするウェブブラウザで画像形成機器コンソールに表示されてもよい。
【００５５】
　図１８は、ウェブブラウザを使用する注入システムを例示する。図示のように、インジ
ェクタユーザインタフェースは、ウェブブラウザで画像形成機器アプリケーションと同時
に表示される。画像形成機器インタフェースもまた、共通ユーザインタフェースにインジ
ェクタアプリケーションと同時にウェブブラウザに表示されることができる。あるいは、
インジェクタおよび画像形成機器のインタフェースの両方は、ディスプレイおよび入力装
置を備えた共通の処理装置に２つのブラウザウインドウへ機能することができる。そのよ
うなハイブリッドインタフェース設計は、ウェブブラウザに機能しているインジェクタイ
ンタフェースと、共通ディスプレイインタフェースＣＰＵに直接走っている画像形成機器
インタフェースプロセスとの間の予めプログラムされたデータ移送に適応することができ
、逆も同様である。
【００５６】
　本発明の１つの有利な形態において、システムは、ＣＴインジェクタ等のインジェクタ
、画像形成機器、および、共通制御コンソールから構成されることができる。この実施形
態において、インジェクタ操作パラメータを記憶し、ユーザインタフェースに表示するこ
とができる。操作パラメータは、画像形成および検出データを最適化するように操作され
てもよい。特定のパラメータは、注入される特定の媒体、画像形成される被検者の部分等
およびそのいずれの組み合わせに依存してもよい。媒体は典型的に、造影剤、生理食塩水
媒体等およびそのいずれの組み合わせを含む。そのような操作パラメータは、フェーズ、
流量、容量、圧力、タイミングを合わせた一時停止、ホールドおよび放射線被曝に対する
遅延を含むが、それらに限定されない。特定の検査用の操作パラメータは、後に呼び出す
ために、一緒にグループ分けされ記憶されることができる。そのようなパラメータは、個
別のグループに置くことも同様にできる。操作パラメータのこれらのグループ分けは、も
っとも一般的にプロトコルと呼ばれる。本発明の１つの実施形態において、記憶されたプ
ロトコルは、オペレータが、その後の検査に使用することができる最適化されたパラメー
タを即座に呼び出すのを可能にする。結果として、検査の効率および画像形成品質を改良
することができる。
【００５７】
　同様に、画像形成機器用の操作パラメータもまた、その後の検査に使用するためのプロ
トコルにグループ分けすることができる。ＣＴスキャナの場合には、そのようなパラメー
タは典型的に、ｋＶ（Ｘ線管へ加えられた電圧、ｍＡ（Ｘ線管電流）デテクタ視準、ピッ
チ（テーブルスピード（ｔａｂｌｅ　ｓｐｅｅｄ））ガントリー回転速度、デテクタ構成
（デテクタスライスの数および結果として得られるサイズ）、自動制御パラメータ（用量
）、タイミングを合わせた一時停止、ホールドおよび遅延等およびそのいずれの組み合わ
せを含むが、それらに限定されない。画像形成パラメータは、ユーザインタフェースに表
示されてもよい。
【００５８】
　図１９を参照すると、インジェクタ装置および画像形成機器の両方用の操作パラメータ
を同時に表示することができるユーザインタフェースが例示される。図１９に示されるよ
うに、ユーザインタフェースを使用して、インジェクタ装置および画像形成機器の両方用
の様々なプロトコルを含むデータベースファイルにアクセスしてもよい。ユーザインタフ
ェースを使用して、オペレータがインジェクタおよび画像形成機器用のプロトコルを容易
に呼び出すのを可能にする。図１９に例示され且つ上述の操作パラメータは、ＣＴ注入お
よびスキャン用のパラメータを含む。本発明は、ＣＴスキャンおよび画像に限定されるも
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実践に使用することができることを理解すべきである。
【００５９】
　例えば、２つのディスプレイコンソールが使用される現在のＣＴまたはコンピュータ断
層画像の実践において、例えば、心臓ＣＴ血管造影処置を実行する医師は、セットアップ
プロセスの１つの点で画像形成コンソールにアクセスし、時間の別の点で互いに独立した
インジェクタリモートコントロールにアクセスする。画像形成コンソールで、医師は、手
で入力するかまたは予め記憶されたＣＴスキャンパラメータを呼び出すかのいずれかであ
る。心臓ＣＴ血管造影処置では、同時期の１６スライスマルチデテクタ列ＣＴスキャナ用
の典型的な処置変数が、下記表１に呈される。
【表１】

【００６０】
　上記に挙げられたＣＴスキャナ制御パラメータは、様々なＣＴスキャナ製造業者プラッ
トフォームおよび業界一般にわたって共通である。各製造業者が、そのスキャナ設計の一
部として数種類の補助的なまたは特殊目的のパラメータを有してもよく、上記リストは網
羅したものとみなされるべきではなく、他のいずれの補助的パラメータが、そのようなパ
ラメータを入力するか記憶するかまたは呼び出すための画像形成コンソールインタフェー
ス設計に容易に含まれることができる。例えば、ＣＴスキャナパラメータの上記グループ
は、電子的に保存され、ユーザが名前を付けたプロトコル識別子下で検索されることがで
きる。この場合、「Ｃａｒｄｉａｃ」を使用してＣＴコンソールでプロトコルの名前を付
けることができる。
【００６１】
　同様にインジェクタリモートコントロールで、医師は、手で入力するかまたは画像形成
コンソールから離れた別個の予め記憶されたＣＴ注入パラメータを呼び出すかのいずれか
である。心臓ＣＴ血管造影処置では、生理食塩水フラッシュを備えた同時期の２フェーズ
コントラスト注入用の典型的な処置変数が、下記表２に呈される。
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【表２】

【００６２】
　上記に挙げられたＣＴインジェクタ制御パラメータは、様々なＣＴインジェクタ製造業
者プラットフォームおよび業界一般にわたって共通である。各製造業者が、そのＣＴイン
ジェクタ設計の一部として数種類の補助的なまたは特殊目的のパラメータを有してもよく
、上記リストは網羅したものとみなされるべきではなく、他のいずれの補助的パラメータ
が、そのようなパラメータを入力するか記憶するかまたは呼び出すためのインジェクタリ
モートインタフェース設計に容易に含まれることができる。例えば、ＣＴスキャナパラメ
ータの上記グループは、電子的に保存され、ユーザが名前を付けたプロトコル識別子下で
検索されることができる。この場合、ＣＴコンソールのプロトコルで名前を付けるのに使
用されたものと同一の名前、「Ｃａｒｄｉａｃ」を使用することができる。
【００６３】
　ＣＴスキャナおよびＣＴインジェクタの両方用の要件に機能する共通コンソールで心臓
ＣＴ画像を獲得する提案された実践のために、１つの独特な識別子下でＣＴスキャナおよ
びＣＴインジェクタの両方用の処置変数を呼び出すことが望ましい。例えば、ユーザ特定
の名前下で単一の組み合わされた装置プロトコルの設計およびフォーマットは、本発明に
よって容易にされる。例えば、ＣＴスキャナおよびＣＴインジェクタに機能する共通コン
ソールは、下記のように上述のパラメータを処理する名前を付けられたプロトコル「Ｃａ
ｒｄｉａｃ」を使用することができる。
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【表３】

【００６４】
　このキャパシティで画像形成およびインジェクタ装置用の共通コンソールのインタフェ
ース内に処置パラメータの記憶および呼び出しを設計することは、プロトコル組織、利便
性および生産利益を医師に提供する。
【００６５】
　あるいは、注入装置および画像形成機器用の操作パラメータは、単一のプロトコルに組
み合わされてもよい。これに関して、図２０は、インジェクタ装置および画像形成機器の
両方用の操作パラメータを含む様々なプロトコルを示す。図２０に示されるように、組み
合わされたプロトコルを、単一のディスプレイに表示することができる。オペレータは、
組み合わされたプロトコルを使用して、インジェクタ装置および画像形成機器を操作する
ことができる。これらの組み合わされたプロトコルは、オペレータが、特定の検査用に最
適化されたインジェクタ装置および画像形成機器の両方用の操作パラメータを効率的に呼
び出すことを可能にすべきである。結果として、検査の効率および画像の品質を改良する
ことができる。図２０において、ＣＴスキャンおよび注入パラメータは、例の目的のため
のみに与えられ、本発明を限定するものとしてみなされるべきではない。
【００６６】
　注入／画像形成システムは、患者または被検者内から１つ以上の内部画像を獲得するた
めに特に有用であり得る。複数の画像を獲得するために、患者／被検者は、インジェクタ
装置および画像形成機器に近接する表面、例えばベッドに置かれてもよい。共通制御コン
ソールを典型的に使用して、造影剤を患者内に注入するのに望ましい操作パラメータをメ
モリから選択し検索する。パラメータは、インタフェースのオペレータによって変動する
ことがあり、または、代替的に、操作パラメータのグループを含む記憶されたプロトコル
に含まれることもある。画像形成機器用の操作パラメータもまた典型的に、オペレータに
よって検索されるかまたはシステムにロードされる。これらのパラメータはまた、インタ
フェースでオペレータによって個別に変動され制御されることができ、または、メモリま
たは別の装置から検索することができる記憶されたプロトコル内にグループ分けされるこ
とができる。画像形成機器および注入装置の両方用のプロトコルは、注入／画像形成シス
テムが協働的に機能し同時に検査を効率的に行うように同期化される。あるいは、インジ
ェクタ装置および画像形成機器の両方用の操作指令を含む組み合わされたプロトコルを形
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成し、メモリから検索することができる。
【００６７】
　患者の準備ができたとき、共通制御コンソールを使用して、注入装置および画像形成機
器に指令を通信することができる。注入装置は、共通制御コンソールから受け取った指令
にしたがって、有効量の造影剤を患者内に注入することができる。画像形成機器は、患者
をスキャンして、内部画像を獲得することができる。スキャン中に、画像形成機器は、ス
キャンされた画像データを共通制御コンソールへ通信することができ、そこで、データは
、記憶され、分析され、印刷されることなどが可能である。所望により、オペレータは、
典型的に、所望の画像を得るために、様々なやり方でスキャナを制御することができる。
【００６８】
　本明細書に述べられた本発明の他の修正例および他の実施形態は、本発明が属する当業
者に思い浮かぶものであり、先の記載および関連図面に呈された教示の利益を有する。し
たがって、本発明は、開示された特定の実施形態に限定されるものではなく、修正例およ
び他の実施形態が、添付の特許請求の範囲の範囲内に含まれることが意図されるのを理解
すべきである。本明細書には特定の用語が使用されているが、それらは一般的な叙述的な
意味のみで使用されており、限定する目的ではない。
【００６９】
　さらに、説明全体にわたって、構成は、特定の構成要素を有する、含む、または、備え
るとして記載され、または、プロセスまたは方法が、特定のステップを有する、含む、ま
たは、備えるとして記載されているが、本発明の構成はまた、引用された構成要素から本
質的に構成されるか、または、構成されることが企図され、且つ、本発明のプロセスまた
は方法もまた、引用されたステップから本質的に構成されるか、または、構成されること
が企図される。さらに、ステップの順番、または、一定の作用を実行する順番は、本発明
が作用的である限り、重要ではないことを理解すべきである。さらに、本明細書に開示さ
れた本発明に関して、２つ以上のステップまたは作用が、同時に行われてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】画像形成室内の画像形成システムとともに使用される先行技術の注入システムの
描写図である。
【図２】画像形成室内の画像形成装置に接続された先行技術の注入装置の描写図である。
【図３】本発明にしたがって画像形成室内の画像形成／インジェクタ制御コンソールを共
有する画像形成装置およびインジェクタ装置の描写図を示す本発明の１つの代替の実施形
態の非限定的な記載である。
【図４】本発明の少なくとも１つの代替の実施形態にしたがっている共通コントローラに
よってインジェクタおよび画像形成装置が制御されるシステムの非限定的なブロック図で
ある。
【図５】本発明の少なくとも１つの代替の実施形態にしたがってインジェクタかまたは画
像形成装置のいずれかが仲介物として作用する２つのシステム設計の非限定的なブロック
図である。
【図６】本発明の少なくとも１つの代替の実施形態にしたがって、インジェクタおよび画
像形成機器コントローラ、インジェクタ、および、画像形成機器が、ネットワークを使用
して通信するシステムの非限定的なブロック図である。
【図７】本発明の少なくとも１つの代替の実施形態にしたがって、各々が少なくとも１つ
のインジェクタおよび画像形成機器を含む複数の画像形成室が一緒にネットワークされる
システムの非限定的なブロック図である。
【図８】本発明の少なくとも１つの代替の実施形態にしたがった制御システムアーキテク
チャの非限定的なブロック図である。
【図９】本発明の少なくとも１つの代替の実施形態にしたがって、インジェクタシステム
およびソフトウェアを含む画像形成室用の市販のインジェクタシステムの非限定的な描写
図である。



(22) JP 5148881 B2 2013.2.20

10

20

30

【図１０】本発明の少なくとも１つの代替の実施形態にしたがって、制御ソフトウェアが
記憶媒体に提供されるインジェクタおよび画像形成機器の両方を制御する画像形成室に使
用される単一の計算装置を備えたシステムの非限定的なブロック図である。
【図１１】本発明の少なくとも１つの代替の実施形態にしたがって、ネットワークアプラ
イアンスを使用する注入システムの非限定的なブロック図である。
【図１２】本発明の少なくとも１つの代替の実施形態にしたがって、どのようにネットワ
ークアプライアンスを展開することができるかの例の非限定的な描写図である。
【図１２Ａ】本発明の少なくとも１つの代替の実施形態にしたがって、どのようにインジ
ェクタおよび画像形成機器が両方ともネットワークアプライアンスとしてみなされること
ができるかの例の非限定的な描写図である。
【図１３】本発明の少なくとも１つの代替の実施形態にしたがって、インジェクタ用の１
つの専用ディスプレイ領域および画像形成機器用の別の専用ディスプレイ領域を同時に表
示するインジェクタ／画像形成機器コンソールの非限定的な描写図である。
【図１４】本発明の少なくとも１つの代替の実施形態にしたがって、インジェクタ制御ア
プリケーションおよび画像形成機器制御アプリケーションの両方が、十分な処理リソース
、オペレーティングシステム能力、接続性ポート、および、画像形成機器のみに機能する
かインジェクタのみに機能するかまたはインジェクタおよび画像形成機器の両方に機能す
るかである特定の制御機能を処理する任意の専用制御ユニットを備えた、単一のコンピュ
ータプラットフォーム上を同時に走るシステムの非限定的なブロック図である。
【図１５】本発明の少なくとも１つの代替の実施形態にしたがったインタフェース配列の
非限定的なブロック図である。
【図１６】本発明の少なくとも１つの代替の実施形態にしたがって、ユーザインタフェー
スアプリケーションプログラムが、インジェクタおよび画像形成機器の両方の属性を含む
ソフトウェアアーキテクチャ配列の非限定的なブロック図である。
【図１７】本発明の少なくとも１つの代替の実施形態にしたがって、単一のディスプレイ
ウインドウがインジェクタおよび関連画像形成機器の両方のユーザインタフェース機能を
含む共通のインジェクタ／画像形成機器コンソールのディスプレイ区域の非限定的な描写
図である。
【図１８】本発明の少なくとも１つの代替の実施形態にしたがって、ウェブブラウザを使
用するインジェクタシステムの非限定的な描写図である。
【図１９】本発明の少なくとも１つの代替の実施形態にしたがって、インジェクタおよび
画像形成機器用の別個のディスプレイプロセスが存在する単一のユーザインタフェース上
の強化された記憶された手順の非限定的なブロック図である。
【図２０】本発明の少なくとも１つの代替の実施形態にしたがって、インジェクタおよび
画像形成機器の両方に機能する１つのディスプレイプロセスを備えた単一のユーザインタ
フェース上の強化された記憶された手順、および、インジェクタおよび画像形成機器の操
作パラメータの両方を含むそのインタフェース上の記憶された手順の非限定的なブロック
図である。
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